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はばたき講座

1月26日（金）矢上交流センターにて、邑南町公

民館連絡協議会主催の「はばたき講座」がありま

した。このはばたき講座は矢上高校、石見養護学

校を卒業する生徒を対象に毎年開催しています。

前半は「はばたく あなたへ（高めたい生きる力）」

と題し、命の大切さについて、矢上地区在住の小

畑助産師よりご講演をいただきました。後半は、矢

上地区の小畑道子さん、上田愛瑠萌さん、寺本直

人さんなど地域で活躍されている7人の講師によ

る「カタリバ」を行いました。「カタリバ」は、講師に

様々な話をしていただきながら、多様な人生観に

触れることを目的としています。

参加した生徒からは「自分の将来のやりたいこと

が明確になった。」「これからの人生の参考になる

考え方を知れた。」など多くの意見がありました。

中学生ＳＡＬＯＮ
２月２日（金）石見中学校技術室にて「中

学生ＳＡＬＯＮ」を開催しました。久しぶりの開催でしたが、多くの生徒
に参加していただきました。今回は、国際交流員のエーロさんにもお
越しいただきました。今後も、中学生の自己実現の場、地域の方との
交流の場として事業を継続していきたいと思います。

昨年度、社会教育が幅広く自由で楽しいことを

多くの方に知ってもらうことを目的とし「ＷＥフェス」を開催しまし、参加され

た多くの方からご好評いただきました。

今年度も3月9日（土）健康センター元気館にて開催を予定しています。

「プッピーズの親子ふれあい体操」「ミニミニ外国」「子ども科学教室」

「eスポーツ」「身体を使った体験型ゲーム」など年齢問わず参加された方

みなさんが楽しめる内容となっていますので、ぜひご参加ください。

詳しくは１月に全戸配布されたチラシをご確認ください。

食育の日

ＷＥフェス！ 開催

夜にちょい活
２月９日（金）矢上交流センターにて

「夜にちょい活」を行いました。「夜にちょい活」は町内の主に若者
を対象に、交流を目的として開催しています。参加者からは「同世
代の人と関わる機会があまりないので、良い機会になった。」「顔
は知ってるけど話したことのない人と話ができた。」などの意見を
いただきました。

2月に入り花粉が気になる季節となりまし

た。花粉による花粉症は２人に1人が発症

する国民病ともいわれているそうです。

今年の予想では、花粉シーズンのピークは

スギが３月上旬、ヒノキが３月下旬

～４月上旬だそうです。ピークを迎える前

から、万全な花粉症対策をしましょう。

「食育」とは、生きる上での基本であり、知育・徳育・体育の基礎と位置づけられるとと
もに、様々な経験を通じて食に関する知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活を実践できる人間
を育てるものです。食べることは生涯にわたって続く基本的な営みなので、子どもはもちろん大人になっ
てからも「食育」は大切です。「食育の日」である19日は、普段の食事を見直す日にしてみませんか？
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